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[自{詔 ラ.~セル L. エイコフ著川瀬武志/辻新穴共訳

問題解決のアート
建島社 1983年 274頁 3200円

企業がかかえる問題に十分満足できる答を与えるの 説明し，ついでそれから得られる教訓を示す，という

は，容易なことではない.問題解決にいたるまでの過 形式で著者独自の思想にもとづいた「アート j の意味

程は，悩みと苦しみの連続である.けれども問題解決 づけを与えている.第 2 部は，全米の科学・技術情報

の過程に美と楽しみをとりもどしたい，少なくともそ システム，都市交通，多次元組織構造，宣伝の効果な

ういう考えで問題にとりくんでゆきたい，と L 寸姿勢 どの事例について，問題の提起と解決が得られるまで

を強調するためにまとめられたのが本書である.より の柔軟な発想による問題への対応過程が述べてある.

充実した答を得ょうと私たちをふるいたたせるもの， 第 1 部は問題解決のとりくみ方の理論編で，第 2 部

そして私たちを感動させるような答に出合うと，それ ，1現実問題への適用の実例を紹介する，とし、う構成と

は美しいものと考えるのは問題解決の「アート j の役 なっており，手法中心の解説書ではない.この点が本

目なのだ，ということをさまざまな実例によって展開 書の特長で，序文にみられるように，長年にわたって

している羽題解決にとりくんだ著者の豊富な経験が語られてお

本書は 2 1il1 より構成されている.第 l 部は問題解決 り，実務家には大へん参考になる.

の基本的な考え方について 目標(望ましい結果)，制 ただ，評者には読みづらい部分もあったが，全体と

御変数(方策)，非制御変数(環境)，およびこれら 3 つ して楽しく読めるように訳された訳者のご苦労を多と

の構成要素間の関係の各項目にわたり，寓話をあげて したい村中聖)
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